
















1927年３月27日生まれの Martin Walser は，2010年（82歳）『わが彼岸』（Mein Jenseits），2011年
（84歳）『母の息子』（Muttersohn），2012年（85歳）『第13章』（Das dreizehnte Kapitel）という小説を












主人公は Percy Anton von Schlugen（愛称 Percy）。舞台は，Boden湖北部 Oberschwabenの森に
55
囲まれた架空の Scherblingen 修道院州立精神病院（Das Psychatorische Landeskrankenhaus=PLK）








Ⅰ，Fini（母）と Arno Schwillk, Ewald Kainz ／Chrysostomus Studer, Rauch
Ⅱ，Ewald Kainz と Elsa Frommknecht, Dr. Silvia Schall ／Innozenz
Ⅲ，Augustin Feinlein と Eva Maria, Dr. Bruderhofer
Ⅳ，Percy と Sandra ／Modest Müller Sossima, Massimo Attanasio
Ⅴ，The Jollynecks, Austrian Action, German Insiders, Katze ／Massimo
１．１　Percy と Studer 主任司祭
第１章は，目に見えない語り手が語る３人称の物語であるが，体験話法が読者を登場人物の内面
深くまで引きずりこむ。
看護師 Percy が，患者 Ewald をその病室に訪ねるところから始まる。








たのだから感謝すべきだと，３人の王に祈った。Studer 司祭は Percy の命の恩人であり，終幕で
弔辞を読むことになる。




















１．２　Percy と Augustin Feinlein
州立精神病院長 Prof. Dr. Dr. Augustin Feinlein は，Percy の師である。修道院看護学校でラテン
語とオルガンを学んだ。






患者になりうる者でなければ，患者を救うことはできない。Percy の寝袋療法も，師 Feinlein の
自然療法に沿う。患者 Ewald Kainz をめぐり，師弟は話す。
問いかけに Ewald は沈黙したままなので，Percy は「Scherblingen の沈黙」にゆだねようと思
う。作家 Innozenz の Scherblingen アンソロジー『竈台所』は，患者たちの手紙を編纂したもので
ある。もう25巻になるが上梓してくれる出版社はない。しかし世界はひとつのテキストである。テ
キストは意味ある世界存在の可能性を示す。
母 Fini は Ewald Kainz 宛書いたが一度も投函しなかった恋文を Percy に話し手渡す。いつもトル
コ玉，青緑色の目の Ewald と言うが，Percy の青い目とは違う。Percy の朝焼け色の髪の毛も















Ewald Kainz（1947年１月１日生まれ）は，心理テラピスト Dr. Silvia Schall の診察室に押し入
り（鍵をもっていた），コニャックの壜を飲んで，ガソリンを身に注ぎ，緑色の皮で覆われたカウチ
の上に寝そべり，火をつけた。しかしスプリンクラー装置が火を消したので，焼けなかった。検察
はまず危害の恐れある放火という告訴を諦めた。Kainz は Scherblingen PLK の司法精神病棟に引
き渡された。つまり自殺を試みたのだ。Percy は隔離病棟から出して寝袋療法を施したいと思う。
１．３　母 Fini，Arno Schwillk
Percy は Ewald に，母 Fini から聞いた話をし，母の手紙を読んで聞かせる。
母 Josephine は，1937年３月19日，Gellnau/Argental の生まれ，Schlugen 家の第５子。Percy
は，母40歳，1977年生まれ。農夫の父は，母親の襟をつかむ子をありうる最大の優しさで抱く，巡
礼先Mühlheim はWelschenberg のMaria-Hilf 像の前で，「おまえは導かれているよ」と言った。
Fini は，Tettnang の洋裁マイステリン Bentele 夫人家に住込み洋裁を学ぶ。私は Argental のお
ろかな鵞鳥（女）と自称するが，近づく男性はみな Fini の前で震えだすので，それはわが魅力なの
かもしれないと思う。包容力，受容力，献身の勇気はある。Goethe の Iphigenie から Schiller，
Rilke，Hesse の詩など読書の世界を知りだすと，母は読書に対するには結婚しかないと，新聞に結
婚広告を出す。それに答えたのが Hugo Schwillk，34歳。Arno Schmidt の狂信的愛読家で，自分で




Percy が生まれる４年前，1973年１月11日 Stuttgart の新宮殿前で流星のような事件が起こる。高
校見習教諭（Studienreferendar）Kainz との出会いである。彼は酷寒のなかで就業禁止法（Die
Berufsverbote）に反対する熱いデモ演説をしていたが資料を取りだすなどに難渋しているのを見た
Fini は40分もの間マイクをもってあげた。Arno は酒をあおって，やつは DDR に２度招待された
DKP 党員で基本法忠誠に反するから就業禁止法に触れるのだ。おまえ，左の石榴のワギナめ！















Percy は寝袋心理療法（Schlafsackpsychotherapie）を Grete Strauch に施す。寝袋に横たわっ
て，ふさわしいテキストの言葉を暗誦するほどにくり返して読み，対話し，水を飲み，心身解脱して，
眠る，という自然療法である。Augustinus（354. 11. 13~430. 8. 28, Thagaste, Hippo）に始まり，ド
イツ神秘主義者の一人 Heinrich Seuse（von Suso）（1295. 3. 21 ~1366. 1. 25, Überlingen ないし
Konstanz 生まれ，すなわちMartin Walser と郷里圏を同じくする）や，Jakob Böhme（1575~1624.

























（Sucht）を孕んだ始源でもある，という Jakob Böhme の神智学の神秘主義思想は，たとえば



















Maria，地上には Golgatha。スコットランドの Duns Scotusは，Dignare me laudare te（あなたを






























テレヴィのトークショー司会者 Susi と記録映画監督 Fred と Percy の対話。
Susi：なぜ Percy と名づけられたのか？　1970年代愛唱された“When a man loves a woman.”の





























夜間 Abitur に合格。Tübingen 大学卒業後，高校見習教諭となって生徒たちに愛されたが，就業禁
止法により教師への道は当局により阻まれ，どもるようになり，自動車教習所教官，オートバイだ
けの教官となる。特技は安全トレーニングだった。
どもり矯正のため，新聞で知った有名なコーラス指揮者で言語矯正師の Elsa Frommknecht 夫人
の治療所に行き，救われる。すぐに目と声のとりことなり，鴎の羽根を使った呼吸の練習をするう
ち，自分の呼吸は何の目的もなくただ彼女のためにあると思う。Elsa はすでにピアノ調律師兼販売
人 Adalbert von Rauch こと Berti と結婚，Sandra と Laura という娘がいた。父親の愛顧をめぐる
嫉妬から，より力の強い妹は，姉を殴った。しかし Berti の借金と女が原因で Elsa は離婚したとこ
ろだった。惨めな DDR の子供時代，生きられなかった人生の Berti は，堰きとめられた渇望をも
ち，借金をしてはとんずらした。Elsa の名による借金より悪いことは，ピアノ調律を頼む女性とみ
な寝たことだった。
Ewald と Elsa は結婚。姉 Sandra は14歳，妹 Laura は12歳。Elsa はWangen と Ravensburg に合
唱グループをもっていたが，Ewald もオートバイ学校生徒の10名からなるオートバイ・クラブ
German Insiders，コーラス・グループ Frei-Chor を結成。自由合唱団の指揮者は名 Georg，愛称
Giacomo，オートバイはMonster 1200。Ewald は，愛称Marlon で，Naked Bike は Ducati だった。
二人は育ちが似ているということで意気投合。Giacomo は Allgäu 山中の養蜂家で，「蜜蜂が死ねば，
人類も死滅する」という Einstein の言を引用した。黒皮ジャンパー10名のメンバーにはそれぞれ愛











































Elsa は Ravensburg の Chor Talentissimo の公演で Friedrich Händel のオラトリオ『Judas













『砕け波』（1985）『愛の瞬間』（2004）以来 Odysseus の Penelopea 回帰という Martin Walser の愛
の通奏低音がここでも鳴っている。
Silvi は Mallorca 島の国際精神分析学会で，妻に欺かれた Kirk Austin 博士と出会い，New
Hamshire の Hanover でその残された３人の子の新しい母となることを決意。
２．３　Ewald から Percy への遺書ともいうべき手紙
列車は先へ進んでいくが，私は次の駅でそう望まなくても降りなければならない。愛する Percy，







３　Augustin Feinlein と Eva Maria，Dr. Bruderhofer
第３章は，Percy のために書いた Augstin Feinlein の自己物語。Eva Maria をめぐる老若の愛。
旧新，信と知，自然治癒と科学療法，真と偽というテーマの織りなす『わが彼岸』は前号参照。州











音楽を学べる学院。その院長に Augustin Feinlein を招聘するべく，蟄居中の Scherblingen 特別病
室から Rheinau 島に Massimo の運転する車で Percy などといっしょに連れて来るよう懇請したの
は，前スイス連邦議会自由民主党議員 Modest Müller-Sossima である。彼が乗っていたヘリコプ
ターが Graubünden の山中で墜落したとき Augustin が助けて以来，二人は無二の親友となった。




Percy が養父になってほしいと思ったのは，雪のなかから救い出してくれた Studer 主任司祭。看







ところがModest Müller-Sossima は，その母 Sofja Andrejewna がMussorgski のピアノ演奏中に








４．３　Augustin Feinlein の死，Massimo Attanasio
Massimo Attanasio は，シチリア出身で，学院の守衛，修繕，庭師，運転など一切を切り盛りし
ている学院管理人である。その恋人 Kirki は学院の家政婦。二人は泣き叫んでいた。Massimo は，
医者の扮装をした Augustin の横顔を板で切りぬき，銀色の塗装をして作った立像を，ライン河
Diessenhofen 木橋の端に立てた。銀色のヴァイオリンケースも足元に置かれていたので，喜捨をす
る通行人もいた。向い岸の丘には Eva Maria の居住する Wigolfing の城館が見渡せる地点である。





それを聞きつけた人たちが集まるなかに，Artemis のような Eva Maria の姿があるのを見つけ，






















Percy は Massimo の運転する車で German Insiders のアジトに Ewald Kainz （Marlon）の遺灰
壷をもって行くと，片腕，禿周辺のブロンドの髪の毛を肩に垂らした Katze が出迎える。心温まる
自由コーラスだったドイツ・インサイダースは，Marlon が腹を決めた（自殺？）と Giacomo が告
げたとき解体した。いまは世界17ヶ国に支部をもち，オーストリアでは21もある Austrian Action,
The Jollynecks のドイツ支部７となった。The Jollynecks の三つの掟は，1）富者にも貧者にも反
対，2）自己自身以外すべてのものに反対，3）自分自身でなく他人を憎め，である。Giacomo が






















すよと，Massimo は Percy に忠告した。
４．６　Sandra と Percy
Elsa が連れて来た次女 Sandra の魅力は，その髪，目，口にあった。その目はつねに Percy を見
つめ燃えていた。落ち着きのなさ，不安があった。それは何か？　怒り，悲しみ，何らかの叫び，
何かに向けられたりそむいたりしているのではない。ひょっとするとただ静かに落ち着かせてとい























４．７　母 Fini 訪問，Percy の二つのスピーチ
Stuttgart の Hildegard 老人ホームに住む母 Fini のところへ Percy は Ewald の骨壷をもって行





Studer 司祭付家政（料理）婦 Hedwig は癌で Ulm の病院にいるが，Percy により生きていること
をみなわからない。理解しようとすることはどのみち無意味よ。理解できることはない。理由なく
生きること。生きるために。母と Hedwig の言葉は同じだ。Maria 無原罪の御宿りの日 Hedwig は
逝く。











































Konstanz 発ニュースによると，Anton Percy Schlugen は12月24日朝９時 Mühlheim 出発
Neuhausen を経て森を13km歩き約束のWaldhof で正午にMassimo と会う予定だったが現れなかっ
た。Schindelwald でオートバイ・クラブ The Jollynecks ドイツ支部リーダー Hans Peter Ullmann















その午後 Rheinau 島の聖 Maria 修道院教会における未完成者学院の追悼式で，Elsa





ている。」Orpheus のようだ。死の２日前 Percy は「マシモ，ぼくがもう１度父を選べるなら，あ
なたがその番です」「あなたはまだ長く生きるということを，ぼくに約束しなければならない」


















生地 Lübeck はマリーア教会での Thomas Mann 死後50年記念式典（2005．8．15）で，Horst
Köhler 大統領臨席の下，85歳のMarcel Reich-Ranicki は『ドイツの不幸におけるドイツの幸福』と
つくば国際大学　研究紀要 No>21／2015
70
題する記念講演を行った。戦後ドイツ文学を代表する Kafka などに比べ，Thomas Mann は昨日の
小説家と言われたが，作品の売れ行きや研究対象として後者はいまなお群を抜く。たとえば
2000~2005年の購買数は140万部，大学などでの関心度は後者100に対して前者40ほどである。では
この死に絶えぬ人気の秘密は何だろうか？ それは Th. Mann の小説がおもしろい，楽しめる
（unterhaltsam, vergnüglich, amüsant, Spaß）からであり，それが人を惹きつけるのではないだろ
うか。美食（kulinarisch），ないし，少し悪ふざけ（Allotria）とさえ言う。たとえば『選ばれし人』
（1951, Mann 75歳），『詐欺師 Felix Krull の告白』（1954, 79歳）。「芸術はきわめて真剣な遊び」とい
う Th. Mann の小説には，たとえばヨゼフ４部作『エジプトのヨゼフ』（1936, 66歳）の Potiphar の
妻 Mut-em-Enet の恋物語に象徴されるように，愛と性のモチーフが核心的役割を演じている。こ
れは Martin Walser にもあてはまるのではないだろうか。80歳前後の二人の老作家の，老いるほど
に明るい音調の，おもしろい言語物語世界を，まず虚心に楽しむべきではなかろうか。
（２）しかし，おもしろいだけでは，いわゆる娯楽（Entertainment）と変わりない。時空を超え
て人の心に迫るのは，そこに人間の生の根源に迫るものがあるからだろう。Thomas Mann は Nazis
時代スイス，フランス，アメリカなどの亡命先に原稿を持ち歩き，『旧約聖書』の世界，とくに










われる。主人公 Percy にキリストの影を否定することはできない。翼のない天使 Percy の生と，そ
の不条理な死を，従容として受け容れる母 Fini=Maria という母子像に，曙光と奇蹟を見る Studer
主任司祭の弔辞に，救いが仄見える。急所の傷に苦しむ Amfortas 王を救えるのは，母 Herzeloyde
に育てられ純粋な愚者たる Parzival の問いだけとする聖杯物語の下地も見え隠れする。Ewald
Kainz や Augstin Feinlein の魂を救えるのは，快い友好の主 Percy ただひとりである。Parzival の
息子，白鳥の聖杯騎士 Loherangrin と同じように，Percy に，あなたはだれ，どこから来て，どこ
へ行くの，と問うてはならないのかもしれない。
窮乏・欠如が，宗教や芸術を生む。窮乏が創作の動力という Martin Walser は，欠如態が希望の
原理とする Ernst Bloch と共振する。愛も信仰も，信が不信を，不信が信を生むという，間断なき




Friedrich Nietzsche と Karl Barth を，否定弁証法運動において結びつけるMartin Walser の義認論
はおもしろい。Karl Barth の弁証法神学が死せる机上の空論ではなく，生身の愛の葛藤関係から生





Martin Walser (蘓2011): Muttersohn, Roman. Rowohlt Taschenbuchverlag, Reinbek bei Hamburg,
2013.3
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―Trilogie der Sehnsucht (2) ―
Keizo SUZAKI
Resümee (Deutsch): Martin Walsers Roman „Muttersohn“ (2011, 84 Jahre alt) könnte eine Art moderner
Imitatio Christi genannt werden. Aber sein Hauptthemen bestehen nicht in den zwei wichtigsten Elementen
des Christentums: Jungfrauengeburt und Auferstehung. Interessant sind moderne Liebesgeschichten zu
lesen, die mit einigen Paaren dort erzählt werden. Interessant, weil sie die Kernprobleme unsres
Menschenlebens behandeln, so wie Lieben und Glauben, Leben und Tod, Ich und Natur, Altern, Hoffnung,
das Schöne, Sprache usw. Interessant auch, verschiedene schöne kurze Aphorismen zu lesen, die in
Gesprächen und Erzählen blitzend eingelegt sind. Interessant, weil sie die aus den Lebensurquellen
hervorspringenden Weisheiten sind. Warum werden Thomas Manns Dichtungen heutezutage auch immer
noch geliebt gelesen, so sagte Marcel Reich-Ranicki in der Festrede zum 50sten Todestag in Lübeck (2005),
weil Th. Manns Werke unterhaltsam, vergnüglich, amüsant zu lesen wären. Dürfte das nicht gleich Martin
Walsers alten Werken gelten, deren Ton je älter desto heller geworden sind.
Schlüsselwörter: Engel ohne Flügel, Muttersohn, Selbstverlassenheit, Stimme der Natur, Morgenröte
Abstract (Englisch): Martin Walsers Roman „Mothersson“ (2011, Age 84) could be regarded as a sort of
Imitatio Christi. But the main themes consist not in the two most important elements of the christendom ;
immaculate Conception and resurrection. Interesting is to read the several modern love-stories in this roman.
Interesting, because the central problems of our life are described there, for example love and believe, living
and death, I and nature, aging, hope, beauty, language and so on. Interesting is also to read various wise
aphorisms which are told in the conversations and narrations. Interesting, because they are the crystallization
of wisdoms on human life. Why are Thomas Mann still read and loved, so said Marcel Reich-Ranicki in the
speech on the 50th anniversary of his death (2005), because his works are to read so entertaining, pleasant
and amusing. Could not it apply to Martin Walsers Romans that are getting the lighter, the older he becomes.
Keywords: Engel without wings, Mothersson, selﬂessness, the voice of the nature, sunrise
マルティーン・ヴァルザー 『母の息子』（洲崎　惠三）
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